
【取組内容】 学びのロードマップで単元を見通す(英語科の例)

武雄市立武雄中学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

1.授業の概要とねらい

比較表現の習得と調査・発表力の育成を目標とした。生徒主体の学びを促すため、進捗確認
シートと学びのロードマップを活用した。

2. 進捗確認シートの活用とその効果

進捗確認シートは、生徒の自己決定、他者との連携、自己調整を支援する目的で導入した。
生徒は、目標設定、学習方法の選択、他者の進捗状況の参照などを通して、主体的に学習を
進めた。特に、目標設定におけるルーブリックの活用や、他者との情報共有は、学習意欲の向上
と協働的な学びを促進した。

3. 学びのロードマップの活用とその効果

学びのロードマップは、単元全体の学習の流れを可視化し、生徒に見通しをもたせるために提示
した。これにより、最終目標に向けた学習計画を把握し、個々の活動の意義を認識することがで
きた。パフォーマンス・テストの位置付けを明確にしたことで、ゴール達成へのモチベーションを高め
る効果もあった。

4. 授業における具体的な取り組み

授業は、ロードマップに沿って進める。Scene1でのALTへの質問や、Scene2でのクラスメイトへ
のインタビューは、生徒の主体的な情報収集とコミュニケーション能力向上に貢献した。Read 
and Thinkでは、プレゼンテーション原稿作成と相互評価を通して、思考力・表現力を高めた。

5. 考察と今後の課題

進捗確認シートと学びのロードマップの活用は、生徒の主体的な学習を促進し、学習意欲向上
に貢献した。生徒は自身の進捗を把握し、協力しながら課題解決に取り組んだ。
今後の課題として、進捗確認シートの記述内容の具体化による自己調整の促進、生徒に合わ
せたロードマップの個別化、デジタルツールの更なる活用などが挙げられる。

6. 結論

進捗確認シートと学びのロードマップは、生徒主体の学びを効果的に促進するツールとして有効
であった。今後もこれらのツールを活用し、生徒の主体的な学習を支援していく。

この英語科の例のように、各教科で単元の内容や学
びの流れを見えるようにするために、学習計画や評
価方法等を「学びのロードマップ」としてまとめた。この
中に、学習に必要なサイトへのアクセスを簡単にする
などの工夫を行った。生徒は自ら必要な情報を積極
的に取得するようになった。
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